
○ 友達の発表を聞いて，どのようにすればも

っと伝わりやすい申し出になるか，ペアで修

正しながら再度取り組む。 

   

 

 

 

 

 

 

 

１ 本単元における夢中になって学ぶ姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時における研究の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○ ステップ２を○ ステップ２を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３学年 英語 

【相手の立場に立って，具体的な提案をしなが

ら申し出たり応じたりする姿】をイメージした

授業 

二本松二中 武田 由香理 

視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを 

自分事として捉える指導の工夫】 

① 既習事項なども使いながら，相手の立場に立っ

た具体的な提案を考える。 

 

○ 既習事項を用いた本文を，役割を交代しながら

繰り返し練習する。 

 

② 生徒にとって身近な場面設定を行い，目的や

場面，状況によって，適切な表現を選択・使用

できるようにする。 

 

視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】 

 

＜振り返りの視点＞ 

①何が分かったのか 

②どんな場面で活用できるのか 

③新たに知ったこと 

④次にどんな学習をしたいのか 

＜生徒の振り返りから＞ 

 

○ 身近な３つの場面設定を行い，目的や場面，

状況によって，どのような申し出ができるかを

考え，ペアでやりとりをする。 

 
 

「人を助けるときに

使う英語がわかった

ので，実際にやって

みたいです。」 

・タクシー乗り

場を探している 

・券売機の使い

方がわからない 
・公園で迷子に

なっている 

 

 

 

っｋ 

「友達の表現を参考にしながらやってみる

と，前よりも伝わりやすくなった。」 
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★板書を創る【本時のねらいに基づいた板書案の作成】 

 

 

３ アンケートの結果から 

① 関心・意欲，課題意識 

 
② 見通し 

 
③ 話合い・学び合い(協働の学び) 

 
④ 振り返り 

 
⑤ 新たな学びへ（学びの連続性）  

 
４ 考察【○成果 ●課題と改善策】 

【視点Ⅰ】 

○ 既習事項の中に提案や申し出の言い方があるこ

とを確認したことで，すぐに活用ができたと思わ

れる。 

○ 生徒にとって身近な場面設定をしたことで，目

的や場面，状況によって，どのような表現を用い

て申し出ができるか考えて，やり取りができてい

ることも多いように見られた。 

○ ペアの発表では，簡単なものから難しいものへ

と順番に指名したことで，生徒は内容を理解しや

すくなったように思われる。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２学期始め

２学期終わり

１ 疑問や課題（めあて）をもって取り組みましたか。

あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２学期始め

２学期終わり

２ 問題解決まで見通し（予想，手段，計画等）をもって取り組みまし

たか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２学期始め

２学期終わり

３ 友だちに伝えたい，友だちの考えを聞きたい，と感じたことはあり

ましたか。

○ 級友の発表を聞いたことで，どうすれば相手を

意識した申し出になるか，伝わりやすさを意識し

て，再度取り組み改善している様子が見られた。 

● 既習事項の確認に時間がかかりすぎてしまい， 

STEP3 の活動をする時間を十分に取ることができ

なかった。既習事項の確認や本文の意味などポイ

ントを絞って授業を行い，時間をかけて行いたい

活動ができるようにしていく必要がある。 

【視点Ⅱ】 

○ 振り返りの視点を提示したことで，その視点に

従って振り返りをするようになってきた。 

○ 友達の振り返りを聞いたことで，自分が書いた

振り返りと比較することができ，次はどんなこと

をしてみたいかを考える機会となったように思わ

れる。 

● 振り返りをする時間を十分に取ることができな

かった。授業の中に振り返りをする時間を確保で

きるように，学習内容を精選していく必要があ

る。 

【その他】 

○ なかなか挙手することができない生徒がいるの

で，same opinion，same idea などの教師の呼びか

けに反応することで，自分の活動が認められたと

実感できたと考えられる。 

● 自由に相手を見つけて，活動をさせてもよかっ

た。いつもと違うペアでやり取りを行うことで，

新鮮さがあり，協力してやることでさらに楽しく

活動ができたように思う。                               

 

実際の指導案はこちらへ 

 


